Methodology of Fuzzy Modeling and Inverse Simulation with Applications by リョウケ, ミナ & 領家, 美奈
Osaka University









氏 名 り領ょう 家 美 奈
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号 第 13926 τEヨコ
学位授与年月日 平成 10 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
基礎工学研究科物理系専攻












問題に整理することができる o 本論文では，'サブ問題を解くためのいくつかの新しい手法を提案して， ファジィモデ
ルを同定するアプローチをとった。さらに構築されたファジィモデルの有効な利用法である逆問題の解法を提案した。







































の集合を求め，第 2 段階では分数計画法により連続値から成る厳密な解を求める方法を提案している o
超楕円体クラスタリングに基づいたファジィモデリングの方法論により中小河川の水質予測モデ、ルを構築し，適応
型ファジィ回帰モデルを用いて人口関連モデ‘ルを構築し，同じく適応型ファジィ回帰モデルによってヨーロッパにお
ける対流圏のオゾン濃度を予測するモデルを構築するとともに，どの国のオゾン生成物質を削減すれば効果的にオゾ
ン濃度を下げることができるかを逆シミュレーションすることによって評価することを試み，本論文の方法論の有効
性を確かめている。
以上のように，本論文は複雑な非線形システムを対象にしたファジィモデリングと逆問題の解法に関する新しい方
法論を提案しその有効性を明らかにしており， システム工学の発展に寄与するところが大きし」よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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